
〇当座勘定規定（一般当座用）の改定 

現行 変更後 

第 7 条（手形、小切手等による支払） 

①小切手が支払のために呈示された場合、

または手形が呈示期間内に支払のため呈示

された場合には、当座勘定から支払います。 

 

 

②前項の支払にあたっては、手形または小

切手の振出しの事実の有無等を確認するこ

と（その旨について書面の交付を求めるこ

とを含みます）があります。 

③当座勘定の払戻しの場合には、小切手ま

たは当座預金払戻請求書（以下「払戻請求

書」という。）を使用してください。 

第 7 条（手形、小切手等による支払） 

①小切手が支払のために呈示された場合、

または手形が呈示期間内に支払のため呈示

された場合には、当座勘定から支払います。 

なお、２０２６年９月３０日を超えて振り

出した場合は、当座勘定から支払いません。 

②前項の支払にあたっては、手形または小

切手の振出しの事実の有無等を確認するこ

と（その旨について書面の交付を求めるこ

とを含みます）があります。 

③当座勘定の払戻しの場合には、小切手ま

たは当座預金払戻請求書（以下「払戻請求

書」という。）を使用してください。 

第９条（手形、小切手用紙） 

①  当行を支払人とする小切手または当店

を支払場所とする約束手形を振出す場合に

は、当行が交付した用紙を使用してく 

ださい。 

 

②  当店を支払場所とする為替手形を引受

ける場合には、預金業務を営む金融機関の

交付した手形用紙であることを確認してく

ださい。 

 

③  前２項以外の手形または小切手につい

ては、当行はその支払をしません。 

以下省略 

第９条（手形、小切手用紙） 

①  当行を支払人とする小切手または当店

を支払場所とする約束手形を振出す場合に

は、当行が交付した用紙を使用してく 

ださい。ただし、２０２６年９月３０日ま

でに振り出してください。 

②  当店を支払場所とする為替手形を引受

ける場合には、預金業務を営む金融機関の

交付した手形用紙であること、かつ２０２

６年９月３０日までに振り出された手形で

あることを確認してください。 

③  前２項以外の手形または小切手につい

ては、当行はその支払をしません。 

以下省略 

第 18 条（振出日、受取人記載もれの手形、

小切手）  

① 手形、小切手を振出しまたは為替手形を

引受ける場合には、手形要件、小切手要件

をできるかぎり記載してください。もし、

小切手もしくは確定日払の手形で振出日の

記載のないものまたは手形で受取人の記載

第 18 条（振出日、受取人記載もれの手形、

小切手）  

① 手形、小切手を振出しまたは為替手形を

引受ける場合には、手形要件、小切手要件

をできるかぎり記載してください。もし、

小切手もしくは確定日払の手形で振出日の

記載のないものまたは手形で受取人の記載



現行 変更後 

のないものが呈示されたときは、その都度

連絡することなく支払うことができるもの

とします。  

 

 

 

 

② 前項の取扱いによって生じた損害につ

いては、当行は責任を負いません。 

のないものが呈示されたときは、その都度

連絡することなく支払うことができるもの

とします。なお、２０２６年９月３０日を

超えて振り出されたもの、または振出日の

記載がないものが呈示されたときは、当行

の判断により支払いを拒絶することができ

るものとします。  

② 前項の取扱いによって生じた損害につ

いては、当行は責任を負いません。 

第 19 条（線引小切手の取扱い）  

① 線引小切手が呈示された場合、その裏面

に届出印の押なつ（または届出の署名）が

あるときは、その持参人に支払うことがで

きるものとします。  

 

 

 

 

② 前項の取扱いをしたため、小切手法第

38 条第 5 項の規定による損害が生じても、

当行はその責任を負いません。また、当行

が第三者にその損害を賠償した場合には、

振出人に求償できるものとします。 

第 19 条（線引小切手の取扱い）  

① 線引小切手が呈示された場合、その裏面

に届出印の押なつ（または届出の署名）が

あるときは、その持参人に支払うことがで

きるものとします。なお、２０２６年９月

３０日を超えて振り出されたもの、または

振出日の記載がないものが呈示されたとき

は、当行の判断により支払いを拒絶するこ

とがあります。 

② 前項の取扱いをしたため、小切手法第

38 条第 5 項の規定による損害が生じても、

当行はその責任を負いません。また、当行

が第三者にその損害を賠償した場合には、

振出人に求償できるものとします。 

〇小切手用法 

現行 変更後 

2. 小切手のお振出しにあたっては、当座勘

定の残高を確認してください。なお、先日

付の小切手でも呈示をうければ、支払うこ

とになりますからご承知おきください。  

2. 小切手のお振出しにあたっては、当座勘

定の残高を確認してください。なお、先日

付の小切手でも呈示をうければ、支払うこ

とになりますからご承知おきください。な

お、２０２６年９月３０日を超えて振り出

した場合は、当座勘定から支払いません。 

〇約束手形用法 

現行 変更後 

3. 振出日、受取人の記載は、手形要件とな

っておりますから、できるだけ記入してくだ

3. 振出日、受取人の記載は、手形要件となっ

ておりますから、できるだけ記入してくださ



さい。  い。 

〇為替手形用法 

現行 変更後 

4. 振出日、支払人、受取人の記載は手形要

件となっておりますから、できるだけ記入し

てください。  

4. 振出日、支払人、受取人の記載は手形要件

となっておりますから、できるだけ記入して

ください。 

〇代金取立規定 

現行 変更後 

１．（取扱証券類） 

 手形、小切手、公社債、利札、配当金領収

証その他の証券のうち、預金口座へ直ちに

受入れができないもの（以下「証券類」とい

う。）は、代金取立として取扱います。 

１．（取扱証券類） 

 手形、小切手、公社債、利札、配当金領収

証その他の証券のうち、預金口座へ直ちに

受入れができないもの（以下「証券類」とい

う。）は、代金取立として取扱います。ただ

し、２０２６年９月３０日を超えて振り出

された、当行を支払場所とする手形または

当行を支払人とする小切手については、取

扱いをいたしません。 

６．（取立手形の入金） 

（１）手形のうち支払期日までに当行所定

の余裕日数があり、かつ、支払期日に手形

交換等によって取立のできるもので、当行

が「期日入金手形」として取扱ったものに

ついては、その手形金額を支払期日に預金

元帳へ入金記帳します。この場合当該金額

は、支払期日の翌営業日の銀行間における

不渡通知時限経過後に当店でその決済を確

認したうえでなければ支払資金といたしま

せん。 

 

 

（２）「期日入金手形」以外の証券類につい

ては、銀行間における入金報告によりその

決済を確認のうえ預金元帳へ入金記帳し、

支払資金とします。 

（３）なお、当行は２０２４年４月以降、

「２０２７年４月以降を支払期日とする手

６．（取立手形の入金） 

（１）手形のうち支払期日までに当行所定

の余裕日数があり、かつ、支払期日に手形

交換等によって取立のできるもので、当行

が「期日入金手形」として取扱ったものに

ついては、その手形金額を支払期日に預金

元帳へ入金記帳します。この場合当該金額

は、支払期日の翌営業日の銀行間における

不渡通知時限経過後に当店でその決済を確

認したうえでなければ支払資金といたしま

せん。２０２７年４月１日以降を期日とす

る手形等について、期日管理が必要な代金

取立受付は行いません。 

（２）「期日入金手形」以外の証券類につい

ては、銀行間における入金報告によりその

決済を確認のうえ預金元帳へ入金記帳し、

支払資金とします。 

（３）なお、当行は２０２４年４月以降、

「２０２７年４月以降を支払期日とする手



形」の事前受入を中止しますので、当該手

形については支払期日（呈示期間内）に店

頭提示してください。 

以下省略 

形」の事前受入を中止しますので、当該手

形については支払期日（呈示期間内）に店

頭提示してください。 

以下省略 

以上 


